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抄　録

　本研究の目的は，外国にルーツを持つ子どもが日本で生活を送る中で，どのような経験をし，それが本人の人

生にどのような影響を与えるのかを明らかにして，現状調査の結果とを併せて考察することにより，クライエン

トが求める支援の在り方を提言することである。今回，複線径路等至性アプローチ（TEA）を用いて外国にルー

ツを持つ当事者 1 名にインタビューを実施し，得られた語りを分析後，現状調査を踏まえ作業療法士の視点で考

察した。その結果，本人が取り組みたいことに取り組むという経験をすることで，日本社会においてルーツを個

性のひとつとして受け入れ，人との関わりの中で自分らしく未来を描くことができるようになることが分かった。

外国にルーツを持つ子どもが陥りやすい自己否定から脱し，自分らしい生活を送るために，本人が取り組みたい

活動に取り組むことができるよう支援する視点の必要性が示唆される。

キーワード：外国にルーツを持つ子ども，児童生徒，作業的存在，複線経路等至性アプローチ



１．緒言

　近年，外国人労働者の受け入れの増加，国際結婚の

増加などによって，国籍にかかわらず，父・母の両方，

またはそのどちらかが外国出身者である（以下，外国

ルーツ，外国にルーツを持つ）子どもは増加している。

2005 年において親元で暮らす子どもの約 6.9％は外国

籍の親と暮らしていた 1）。外国籍の児童生徒だけに限

り公立学校に通う児童生徒数を見ても，7 万人弱（2005
年）2）から 9 万人超（2018 年）3）になるなど増加が見

られる。2018 年には，国会において「出入国管理及

び難民認定法」が改正され 4），新たな外国人材受入れ

のための在留資格の創設がなされることとなった。こ

れらから長期的に見て，今後も外国にルーツを持つ児

童生徒の増加は見込まれている。一方で現場の対応に

目を向けると，2018 年において日本語指導が必要な

外国籍児童生徒数は約 4 万人おり，そのうち特別な

指導を受けている者の割合は 80％弱であった。また，

日本語指導が必要な高校生等は，全高校生等と比較し，

中途退学率 7.4 倍，進学率は全高校生等の 6 割程度に

とどまっていた 5）。さらに，2019 年の時点では，2 万

人弱が不就学の可能性があるとされている 6）。これら

が示す学習面での支援の必要性に加え，政府はいじめ

防止のための支援について言及している。「いじめ防

止等のための基本的な方針」7）においては，言語や文

化の差からいじめが行われることがないよう，外国に

ルーツを持つ児童生徒に対する理解の促進，学校全体

での見守りと必要な支援の実施を求めている。

　支援に向けた取り組みは，国，地方自治体，NGO・

NPO などの団体が取り組んでいる 8）状況であるが，

今後更に必要とされる可能性が高い支援を提供してい

くにあたっては，本人がどのようなことに困難を感じ，

支援を求めているのかを把握する必要がある。武田ら

は，外国にルーツを持つ子どもたちに関する調査で，

データ収集のソース別に①二次データに基づく調査，

②関係者からのデータに基づく調査，③外国にルーツ

を持つ子どもたちからのデータに基づく調査の３つに

分類し，どのような調査手法が用いられているか先行

文献を整理している。その結果，外国にルーツを持つ

子ども達からのデータに基づく調査としてはアンケー

トや参与観察をあげている。それらの情報を踏まえ，

外国にルーツを持つ子どもたちの視点による課題を明

らかにしていくためには，やはり当事者たちからデー

タ収集するのが最適であるという考えのもと，子ども

に対する調査の注意点とともに視覚的手法を用いた参

加型調査を提案している。その際，調査の注意点とし

て，調査者自身の視点を強いてしまう可能性，信頼関

係が構築できているかどうかということやどこで調査

をするかに影響を受けて回答が変化しやすいという信

頼性と妥当性の点などからインタビューを中心とする

質的な調査方法を用いることは必ずしも適切ではな

い 9）としている。

　 複 線 径 路・ 等 至 性 モ デ ル（Trajectory Equifi nality 
Model: TEM）を研究手法として使用したものには，

河合らの，調査協力者 4 名のインタビューより児童自

立支援施設退所後，高校に進学した者がどのような危

機や困難に直面し，どのようにして乗り越えていくか

というプロセスを質的に検討し，高校継続のための重

要な要因を考察しているもの 10）や，林らの，オリン

ピアン 3 名の体験に基づく語りを分析対象とし，必要

な心理的サポートの検討を目的として分析して，心理

的サポートが必要とされる時期と望まれる介入形態に

ついて仮説的知見を得ているもの 11）などがある。さ

らに奥山は，外国人児童生徒の将来的自立のため，す

でに高等教育機関への進学を果たした元外国人児童生

徒 4 名を調査し，学習言語習得プロセスを観察するこ

とを目的として TEM 分析を行っている。調査協力者

の語りより進学に焦点を当て，来日から高等教育機関

に進学するまでのプロセスを俯瞰し，重要となる要因

を考察している 12）。このように，当事者のサポート

を目的に TEM や TEM に基づく複線径路・等至性ア

プローチ（Trajectory Equifi nality Approach: TEA）を用

いて当事者の経験によって構築された主観的なストー

リーに主眼を置いた研究はいくつかあるものの，外国

にルーツを持つ子どもの主観的体験をテーマとした研

究はまだない。そこで本研究では , 特に外国にルーツ

を持つことに悩んでいた時期から，個性のひとつとし

て受け入れるまでの当事者の経験によるストーリーを

明らかにし，本人が取り組んだことに焦点をあて考察

した。

　このように，外国にルーツを持つ当事者が自身の

ルーツを個性として受け入れるまでの，生きづらい時

代をサバイバルした過程における主観的経験を明らか

にするような研究が実施されることで，これからの支

援に向けた方向付けの一助となることが期待される。

２．目的

　本研究の目的は，外国にルーツを持つ子どもが日本

で生活を送るなかでどのような経験をし，それが本人

の人生にどのような影響を与えるのかを明らかにする

こととした。またその意義は，本研究結果を，作業療

法士（以下，OT）の視点から考察することで，今後

の支援の在り方に資することである。

３．研究対象および研究方法

3.1．研究手法

　本研究では，TEA を採用した。TEA は，人間の成

長を時間的変化と文化社会的文脈との関係の中で捉
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え，記述するための方法論，オープンシステムに基

づき記述，分析するための枠組みであるとされてお

り 13），研究者が関心を持つ等至点を経験した対象者

を招いて協力していただくという歴史的構造化ご招待

（Historically Structured Inviting：HSI），分岐点におい

て変容や維持が生じる際の自己に関する仮説的メカニ

ズムである発生の三層モデル（Three Layers Model of 
Genesis：TLMG），最終状態である等至点に至る複数

の径路をモデルとして描く方法である複線径路等至性

モデル（Trajectory Equifi nality Model：TEM）で構成さ

れる 14）。TEM は，子どもの行動や意識の変容，及び，

そこにはたらく他者からの影響等を具体的に捉え，あ

る段階に至るまでの経験を可視化しようとする研究に

有効であるとされている 15）。外国にルーツを持つ対

象者がいつどのような経験をしたか，その経験に至る

までに社会からどのような影響を受けていたのかとい

う本人の体験した主観的なストーリーを明らかにし，

支援の在り方を見出すための方法として適していると

考えた。

3.2．対象

　本研究の対象は，インタビュー当時学生であった外

国にルーツを持つ 20 代知人男性１名とした。本研究

で，成人している者を対象者として選定した理由は，

先行研究において，信頼性と妥当性の点などからイン

タビューを中心とした質的研究の対象者として子ども

を選定することは必ずしも適切でない 9) と指摘するも

のがあったためである。

　対象者は，TEA において重視される，研究者が関

心のある事象（等至点）を経験した人物であり，研究

の対象者としてお招きして話を聞く手続きである HSI
の手続きを適用して選定した。TEA では，1・4・9 の

法則が提案され，それによると対象者の人数が 1 名の

場合には個人の経験の深みをさぐることができる 16)

とされており，本研究の目的と合致する。支援を考え

るにあたって，使用する質的研究の分析方法がモディ

ファイド・グランデッド・セオリー・アプローチや

KJ 法などの構造化を目的とする方法の場合，分析の

過程で個々の事例の具体性や時系列が捨象されてしま

う 15）ことや，当事者が必要とする支援を考えるには，

まず一人ひとりの経験を丁寧に振り返る必要があるの

ではないかと考え TEA を採用した。また，対象者と

して知人を選定したのは，研究者が関心を持つ事象の

経験を本研究の対象者が持つことが確認できたこと，

また TEA において推奨される 3 回以上のインタビュー

が可能であることが理由として挙げられた。対象者は，

1990 年代後半に日本で誕生し，そのまま人口 16 万人

の日本の町で育った。在籍した学校において 1 学年あ

たりの生徒数は，小学校は 60 人程度，中学校は 180
人程度，高等学校は 300 人程度であった。

3.3．データ収集

　対象者に，インタビューガイドを用いて 40 分の半

構造化面接を行った（表１）。次に，十分なテキスト

データの収集及びインタビュー内容の妥当性の確認の

ために，インタビュー終了後に研究者間で内容を確認

し，必要だと思われる質問を文書にて問い合わせ回答

を得た。くわえて，対象者に対して作成した複線径路・

等至性モデル（TEM）の図を提示し，異論がないこ

とを確認した。なお，面接の様子は対象者の同意を得

て IC レコーダーで記録をした。

3.4．分析方法

　TEA では，人間のライフ（Life ＝生命・生活・人

生）のあり方について，時間軸上の変容・安定に着目

し，その変容や安定を描く方法論 17）として複線径路・

等至性モデル（TEM）を実装している。本研究では，

外国にルーツを持つ対象者が日本で暮らすなかで体験

した内容の変化について TEM を作成した。

　TEM の作成は，インタビューによる音声データか

ら変換されたテキストデータを切片化し，等至点を設

定，そこまでの分岐点や，必ず通過すると考えられる

必須通過点を明らかにするという手順で実施する。等

至点とは，人生上での行為や経験のうち何らかの意味

で当人にとって重要であり，かつ，研究上の焦点化が

なされる点のことであって，その対極となる両極化し

た等至点を設定することで，研究者の焦点が向きにく

い等至点の補集合的事象に焦点化することが可能とな

る 18）。また，活動を続ける方向へと仕向ける環境要

因を社会的ガイド，反対に活動を辞める方向へと仕向

ける環境要因を社会的方向付けと呼び，それぞれ経験

に影響を与えるものとして配置する 14）。分析は，質

的研究の経験のある研究者 3 名を含む研究室のメン

バー 6 名で行い，全ての段階で異論がなくなるまで検

討した。

3.5．研究倫理

　研究の参加に際しては，研究者が書面及び口頭にて

研究の概要について説明を行い，書面にて同意を得た。

インタビュー及び録音は，本人の同意を得て行った。

また，本研究は県立広島大学倫理委員会（三原キャン

パス）の承認（承認番号第 19MH040 号）を得て行っ

ている。
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４．結果

4.1．外国にルーツを持つ対象者の経験

　本研究では，TEA の等至点を対象者の体験から「日

本社会の中における個性であるルーツとしての受け入

れ」と設定した。また，両極化した等至点（等至点の

対極）は，「ルーツに対して葛藤を抱えたままの状態」

とした。その後，本人の経験を中心として TEM を作

成した（図 1，図 2）。図においては非可逆的時間に沿い，

等至点に至るまでの経験を線上に配置している。その

一部を必須通過点とした。また，経験が記された線の

上側に社会的ガイドを，下側に社会的方向付けを配置

している。以下にその内容を示す。

4.2．高校進学前（図 1）

　幼児期には，家族中心の価値基準に合わせた言語使

用をしていたが，児童期には大多数が日本語のモノ

リンガル（1 つの言語のみ習得している人物＝母国語

である日本語のみで生活している人物）である他家庭

との比較をし，違和感を抱き，生活の場の価値基準に

合わせた言語使用をするようになった。外国にルーツ

を持つことによる同級生からの嫌がらせも影響し，ア

イデンティティの否定は強まった。週 6 回の校外にお

ける水泳のクラブチームの活動に代表される，学外や

家庭外の活動への参加を選択したのは，ルーツを否定

し苦しんでいる状況を理解してくれない母親と距離を

とるという合法的家出としての意味合いも含まれてい

た。しかしながら，クラブチームの活動自体は重要で

はなく，クラブチームの活動を通してできた仲間と，

活動前に食事に行くことや，遊びに行くことなど，放

課後を有意義に使うことに意味を感じていた。これが

可能となったのは，取り組みたいことに取り組ませて

くれる母親の存在や共に取り組んでくれる友人の存在

が大きかった。

　その後，部活動の選択という所属集団の選択を前に

して，攻撃的他者が所属する興味のある競技の活動と，

存在を肯定してくれる仲間がいる活動を天秤にかけ，

仲間がいる活動の方を選択し，その時の仲間と活発に

活動や交流をしながら生活した。

　義務教育が終了するのを前に，進路の選択を迫られ

た。これは，初めて自らの生き方を選択する機会であっ

た。その際に，外国に行くという選択肢も存在してい

たが，クラブチームを通してできた日本の友達の影響

もあり，日本の高校に進学することを選択した。その

結果，同じ価値観をもつ仲間が集う高校で生活するこ

とになった。

表 1　外国にルーツを持つ対象者へのインタビューガイド
質問内容

付録
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●国について

　ご家族で海外に国籍をもつ方はどなたか。どちらの国か。海外に家族・親戚はいるか。

　海外（自分の国）に行ったことはあるか。

　日本と海外どちらで住みたかったか。なぜそのように思ったか。何がよかった / 悪かったのか。

　将来的にどちらで住みたいか。なぜそのように思ったか。何がよい / 悪いのか。

●言葉について

　家の中で使用している言語は。

　夢の中で使っている言語は。

　言葉はどちらが使いやすいか（理解しやすい，得意）。またはどちらが好きか。

　日本語を勉強するうえで困ったことは。

　外国にルーツをもつということで今まで受けてきた支援は。

　言葉の壁を感じたことはあるか。

　言葉の壁を感じたのは，具体的にどのような場面であったか。

●学生生活について

　何か学校以外で活動されていたこと（塾，スポーツ等）はあるか。

　学生生活で楽しかった活動はあるか。

　どんな意味があったと感じるか。

　学校に通うことがいやになったこと（不当な扱いを受けるなど）はあったか。

　どのように乗り越えたか。

●居場所について

　あなたが居場所だと感じる場所（物理的，人的環境）はどこがあるか。

　その環境はあなたにとって，どんないいところがあるか。



図 1：外国ルーツを持つ対象者が日本社会の中における個性であるルーツとしての受け入れに至るまでの過程
（同じ価値観をもつ仲間が集う高校での生活まで）

図 2：外国ルーツを持つ対象者が日本社会の中における個性であるルーツとしての受け入れに至るまでの過程（同
じ価値観をもつ仲間が集う高校での生活から）
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4.3．高校進学後（図 2）

　高校に入学したことによるライフステージの変化や

周りの価値観の好転は，中学生まで人前に出たくない

という思いから避けていた，クラス委員等の面白そう

だと思う人前に出る活動への積極的な参加など行動範

囲の拡大につながった。当時も変わらず，親との価値

観の違いによって生じる家の居づらさはあったが，自

分を支えてくれた仲間が所属する集団が居場所となっ

ていたことから，高校においても水泳に取り組み，そ

れが生活の中心だった。

　地元から離れた大学に進学することに伴い，それま

での仲間とも別れ，新たな人間関係の構築が求められ

るようになった。それでも，ルーツをポジティブに捉

える環境は変わらず，高校生の時に感じることができ

た外国にルーツを持つことへの肯定的な印象は強まっ

た。生活基盤となる国の選択に向け，自分を見つめ直

す時期に差し掛かると，外国ルーツを否定していた時

代を回顧し戸惑いを感じた。その際は，日本において

主流である大学をストレートで卒業することをやめ，

留学を決意した。その後，留学期間中には，交流途絶

していた家族と再会するなど，外国にルーツを持つこ

との良さを感じた。その結果，ルーツに対して葛藤を

抱えたまま就職することはなく，日本社会の中でルー

ツを個性のひとつとして受け入れることができた。

５．考察

5.1．外国にルーツを持つ当事者へのインタビューと

分析結果から考えられること

　本研究では，外国にルーツを持つ子どもが日本で生

活するうえで自分らしくあるためにどんな支援が必

要であるかを考えるため，外国にルーツを持ち日本で

育った対象者が，日本社会の中においてルーツを個性

のひとつとして受け入れるまでの経験について TEM
を用いて分析を行った。その結果明らかになった必須

通過点である，①放課後の時間の有意義な利用，②自

分を受容してくれる仲間との活発な時間，③同じ価

値観をもつ仲間が集う高校での生活，④外国ルーツ

と向き合う（留学）について，作業的存在の概念を

用い，その経験を振り返ることとする。作業的存在

（Occupational being） と は，Wilcock, W. A., Townsend, 
E. A. が提唱した作業科学の理論で，作業をすること

によって，自分自身がどのような存在か，どんな生涯

を送るか，どの集団に属するかも決まっていくという

ものである。作業を意味する「行うこと」（doing）が，

自分があること（being），将来の自分になっていくこ

と（becoming），所属すること（belonging）に繋がっ

ていき，それが生存と健康を可能にするとしている

理論 19,20）である。Martin は，癌サバイバーにインタ

ビューをし，がんの発症という予期せぬアイデンティ

ティに影響を与える出来事が，どのような影響を与え

るのか doing, being, becoming, belonging の観点から分

析している 21）。また，Berger は，１年半以内に仕事に

復帰した新米の母親に対しナラティブ・アプローチを

用いて分析し，社会的イデオロギーが，doing, being, 
becoming, belonging に影響を与えていることを示唆し

ている 22）。このように，作業的存在という作業科学

の人間観から成長過程を分析することは，作業療法士

の果たすべき役割を考える上でも重要であると考え

る。

①放課後の時間の有意義な利用

　この時期においては，アイデンティティを否定

（being）し，母親と距離をとっていたこと（belonging）

で，安心できる所属先（belonging）を求め，好きでは

ない活動に取り組んでいた（doing）。その活動には意

味がなかったが，そこでできた仲間と一緒に遊ぶこと

や食事をすることなど，放課後を有意義に利用したこ

と（doing）が，自分らしくいられること（being）に

つながり，仲間の一員である（belonging）と感じるこ

とができた。

②自分を受容してくれる仲間との活発な活動

　攻撃的他者から傷つけられたくない（being）とい

う思いから自分を受容してくれる集団（belonging）を

選択し，競技への興味はない活動に取り組んでいた

（doing）。しかしながら，活動自体に高頻度で取り組

んでいた（doing）ことでそれ自体が意味をもち，結

果として苦楽を共にする仲間の一員（belonging）とし

て絆が深まった。

③同じ価値観をもつ仲間が集う高校での生活

　海外に行く選択肢もあった中で受容してくれる仲間

がいる（belonging）ことから，日本の高校に進学する

ことを選択した。高校では外国ルーツを肯定的にとら

えるという環境があり，クラス委員等の人前に出る活

動など取り組みたいことに積極的に参加（doing）す

るようになった。そのことでアイデンティティを肯定

的にとらえたり（being），仲間が増えたり（belonging）

することにつながった。

④外国ルーツと向きあう（留学）

　就職を前に所属先の選択が迫るなかで，大多数が

ストレートで卒業する集団（belonging）に属していた

が，就職を前に外国ルーツを受け入れきれていない

（being）ことを感じ，ルーツと向き合うための留学を

した（doing）。留学するなかで外国にルーツを持つこ

とのよさを感じ，ルーツを受け入れ（being），納得し

て就職先を決め（belonging），日本で生計を立ててい

く未来を描く（becoming）ことができた。

5.2．作業的存在の視点から各時期のかかわりについ

ての振り返り

　対象者は，日本の学校に通う子どもとして，日本語
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のモノリンガルが多数を占め，外国にルーツを持つこ

とで嫌がらせを受ける集団の中で生活をしていたとこ

ろ（belonging），外国にルーツを持つ自分自身の存在

を否定するようになり（being），自分を受け入れてく

れる集団（belonging）を求め，そのなかで活動をして

いた（doing）。本人が取り組みたかった陸上競技やサッ

カーではない，仲間を求めるためのクラブチーム（水

泳）での活動は意味を持たなかったが，その活動を通

して知り合った仲間と自身が取り組みたかった，遊び

などの放課後の有効な利用（doing）をしたり，積極

的にクラブチームの活動に取り組んだり（doing）す

るなかで活動自体の意味が大きくなった。その結果と

して自身が求めていた自分らしくいるということが可

能になり（being），信頼できる仲間（belonging）がで

きた。外国にルーツを持つことに対して肯定的にとら

える環境に変化してからも，自分らしくいられたり，

周りだけでなく自分自身がルーツを肯定的に捉え，ア

イデンティティを受け入れられたり，納得して将来の

選択を行うことができたのは，自身が取り組みたかっ

た人前に出る活動や留学に取り組んだ（doing）こと

による。

　このように，集団に適応すること（belonging）が

中心になると，アイデンティティを否定（being）し，

興味のある競技を選択しないなど自分がやりたいこ

とではない作業を行うこと（doing）になる。一方

で，食事に行くことや遊ぶこと，それらの過程で意

味を持った水泳，留学など，自分にとって大切な作

業（doing）への取り組みが中心となることで，自身

のアイデンティティ（being）や納得できる所属集団

（belonging）を生み出し，発展して将来を思い描く

（becoming）ことが可能になったと考えられる。

　また一方で，belonging の影響も大きかったことが

分かる。Hammell は，セルフケアや余暇，生産的作業

よりも belonging やつながり等は一般的な作業モデル

において軽視されているものの，実際は人々の安寧と

正の相関があり，世界の大多数の人が優先しているこ

とを指摘している 23）。Atwal らはエディトリアルのな

かで，人種差別を受けている団体において，所属して

いないという感情が重要なテーマとしてあがったと述

べている 24）。これらで示唆されているように，今回

語られたストーリーにおいても存在を肯定してくれる

環境かどうかが大きく影響していたと考えられる。

5.3．今後の支援に関する提言

　研究実施時点での外国にルーツを持つ児童生徒に対

する日本の公教育における支援の実態を把握し，分析

の参考とするため，インターネットによる A 市の情

報収集と A 市教育委員会職員 2 名へのインタビュー

の実施，また文部科学省の報告を参照した。（表 2）

　2019 年 4 月 30 日時点で人口約 9 万 3 千人の A 市に

通う就学年齢の全児童・生徒は，同年 5 月 1 日時点で

6379 人だった。その内，学校に通っている外国籍の

児童・生徒は小学校で 63 人，中学校で 23 人であった。

これらから，A 市において外国籍である就学年齢の児

童・生徒の割合は，全体（約 6400 人）の１％ほどで

あることが分かる。（表 3）

表 2　教育委員会へのインタビューガイド
質問項目
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●現状

　A 市全体における就学年齢のお子さんの数，実際に通っているお子さんの数は。　

　　（令和元年 5 月 1 日　市立小学校に通う児童数…4363 人，市立中学校に通う生徒数…2016 人）

　外国籍の方とそのお子さん（就学年齢の児童）が何人ほどいるか。

　日本国籍ではあるが，親御さんが外国籍の方は何人ほどいるか。

 　実際に学校に通っているお子さんは何人ほどいるか。

　支援体制はどういったものがあるか。

　学校に入って日本語指導をするといったサポートはあるか。

　言葉がわからない生徒に対する対応方法はどういったものがあるか。

　言葉がわからない親御さんへの対応はどうしているか（面談，書面によるお知らせ）。

　A 市の中で，いじめを受けているとされる児童，生徒はどのくらいいると把握しているか（調査方法）。

　その中に外国にルーツを持つ子どもはどれほど含まれるか。

　いじめを受けたとされた際の対応はどのようなものか。

●課題について

　外国にルーツを持つお子さんを支援するにあたり感じている課題はどういったものがあるか。

　どのような支援が必要だと考えるか。

●今後

　今後実行しようとしている支援はあるか。



　A 市教育委員会として外国籍の児童・生徒への支援

として実施しているのは，日本語支援だった。これは，

日本語が理解不十分な子を対象として，ボランティア

の非常勤講師により実施されている。市全体で 10 名

程の非常勤講師が各学校に週 8 時間訪問し，国語や数

学の時間に他生徒とは別で指導を受けることができる

ようになっていた。日本語がわからない生徒への対応

方法は，現在 A 市教育委員会が把握しているところ

では共通した対応策がないという状態であり，各学校

または教諭独自の裁量に任されていた。一部，翻訳機

が導入されている学校もあるが，これも学校ごとの独

自の対応である。

　令和元年の文部科学省の調査では，外国人の子ども

が１人以上居住する地方公共団体（1196）において，

特段の指導体制を整備していない市町村教育委員会の

数は 395 と全体の 32.9％である。また，市町村教育委

員会における外国人児童生徒等教育に関する研修の実

施状況としては，実施していると回答したのは全体の

17.3％のみである。外国人児童生徒等に対する指導体

制の構築については，主に公立学校の設置者である地

方公共団体が行うものであるため，在籍状況や財政状

況，委員会の体制等の事情により取組に差が生じてお

り，この状況に対応する必要があると述べている。取

組のひとつとして，法令の整備も進められている。就

学機会の提供と日本語指導の体制の確立を抜本的，全

国的に進めるためには，法令を含めた制度的な対応を

積極的に検討すべきであるとして，令和元年 6 月に成

立した日本語教育推進法に基づいて策定された「日本

語教育の推進に関する施策を総合的かつ効率的に推進

するための基本的な方針」において，就学支援に関す

る施策の方向性が明確に示されることが期待されてい

る。それと同時に，生活の基礎を身に付け，その能力

を伸ばし，未来を切り拓くことができるようにするこ

とは，国際人権規約に基づく権利であり，「誰一人残

さない」という発想に立って，その環境を提供できる

ようにしなければならないということや，適切な指導・

支援の下で将来への現実的な展望が持てるように，学

校の内外を通じ，包括的に相談支援などを提供する必

要性について，そしてアイデンティティの確立を支え，

自己肯定感を育み，家族関係の形成に資するため，こ

れまでよりも母語，母文化の学びに対する支援に取り

組むことも必要であること，地域の関係機関と連携し

た学校外の取組を進めていくことが特に重要であると

いうこと述べている 25）。

　A 市の教育現場の現状と文部科学省の報告をふま

え，外国にルーツを持つ児童生徒が日本文化に適応し

て生活していくために今後必要であろう支援のひとつ

としては，本人が取り組みたい活動に取り組めるよう

にすることが考えられた。以下に，その論拠を示す。

　外国にルーツを持ち文化が異なる児童生徒への公的

な支援のひとつとしては，主に日本語が十分に理解で

きないことによる学習上の不利益を解消するための支

援がなされていることが分かった。これは，外国にルー

ツをもつ児童生徒の増加に対し，学校システムという

学習するための既存の枠組みに，不利なく入れるよう

支援する制度であると考えられた。

　一方で，当事者の経験から，義務教育期間を生き抜

くことができると，自身で選択できることが増え，状

況を変化させやすくなることが分かった。したがって，

自己否定に陥りやすい義務教育期間を，受け入れられ

る環境で，いかに自分らしさを保てるかということが

重要となる。そのためには，その時々における自発的

な活動（doing）を肯定し，支援することが重要であ

るといえよう。2019 年 3 月に文部科学省が作成した「外

国人児童生徒受け入れの手引き」26）の中でも，「外国

人児童生徒等が直面する課題」のなかで「学校への適

応，居場所を確保」「かけがえのない自分をつくりあ

げること」の必要性が記されている。

　インタビューの中でも挙げられたように，規定され

た活動だけではなく，児童生徒たちがそれぞれ取り組

みたい活動（doing）に取り組むことが自分らしさ（か

けがえのない自分）を保ち（being），社会とつながり

（居場所の確保）（belonging），将来の自分を描くこと

（becoming）につながるだろう。これは外国にルーツ

を持つ子どもだけに言えることではないが，文化が異

なるということが，取り組みたい活動に対する理解の

されにくさにつながる可能性がある。その可能性を考

慮したうえで，上手く適応できるように支援する制度

のみではなく，本人のやりたいことができるよう支援

する視点が求められることが示唆された。

表 3　A 市において就学年齢の外国籍児童・生徒が占める割合
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就学年齢の全児童・生徒 6379 人

小学校に通う外国籍の児童・生徒 63 人

中学校に通う外国製の児童・生徒 23 人

就学年齢の児童・生徒の割合 約 1％



６．結論

　日本社会において，外国にルーツを持つ当事者が，

ルーツを個性のひとつとして受け入れ，人との関わり

の中で自分らしく未来を描くことができるようになる

までには，本人が取り組みたいこととして選択した遊

び，水泳，留学などに取り組める経験が重要であった。

それが可能になるかどうかは，周りの人物や集団の影

響を受ける。本人が取り組みたい活動に取り組むこと

ができるよう支援する視点の必要性が示唆された。

７．今後の課題と展開

　本研究の対象は，日本で育ち言語において不自由を

感じることがなかった当事者へのインタビューであっ

た。しかしながら，日本語指導が必要な外国人児童生

徒は小・中学校が中心で，全体の 91％に達する 3）。外

国籍である児童生徒だけでなく，日本国籍であっても

日本語指導が必要な児童生徒も増加しているのが現状

である。言語能力の習得ができるかどうかは，将来の

選択に大きく関与する。また，ルーツの国の違い，宗教，

文化の違いや，いつから日本で暮らすことになったか

によっても語られる経験が変化すると考えられる。さ

らに，インタビューする時期についても，成人してか

らであるか，児童生徒である時期に実施するかによっ

ても変化する可能性がある。したがって，今後は背景

の異なる当事者に対し対象人数を増やし実施する方法

や，長期的な研究として語られる内容の変化を追う方

法など視野に入れ，本人の語りを重視した研究に取り

組みたい。あわせて，本研究の結果を用いたアンケー

トなどを実施し，経験する内容に共通する点があるか

検証することも必要であると考えている。
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Abstract

In recent years, the number of children with foreign roots has been increasing in Japan. Although the support provided 
for such children is increasing accordingly, it is still far from suffi cient. In this study, we interviewed a subject with foreign 
roots who grew up in Japan, collected information about his experiences, and discussed what kind of support is necessary. 
It was found that the experience of being able to work on what he wanted to do was important for him to accept his roots as 
a part of his personality in Japanese society and envision his future in his own way. For people with foreign roots to break 
free from the self-denial that they tend to fall into, and to lead a life that is true to themselves, our study suggested that it is 
necessary to have a perspective that supports them in engaging in the activities that they want to engage in.

Key words: foreign roots, children, occupational being, Trajectory Equifi nality Approach


